
第５回大川地区学校再編計画地域協議会  会議録 

 

日 時：平成 20 年 2月 6日（水）午後 7時 30 分から 9時 18 分 

場 所：大川公民館 2 階講座室 

参加者：委員 16 名（欠席 2名） 

    事務局：教育総務課長、学校教育課長、担当職員 5名 

傍聴人：1名 

 

（会議内容） 

１ 会議の公開・非公開について 

  公開とする。 

２ 議 題 

(１) 報告 

  ①第 4回大川地区学校再編計画地域協議会結果の報告 

(２) 議事 

  ①第 2回さぬき市学校再編計画地域連絡協議会の会議結果について 

  ②小学校の適正配置について 

  ③幼稚園の適正配置について 

 

（質疑内容） 

（委員）  富田小・松尾小・大川一中の建築年度は。 

（事務局）  富田小は、 昭和３３、３４、３５年度。松尾小は、昭和４２、４８年で、

５４年度がランチルームです。大川一中は、昭和５３年度です。 

 

（委員）  耐震について、どの学校のどの建物が大丈夫で、そうでないかがわかる資

料はないのか。 

（事務局）  富田小と松尾小は簡易診断調査は終わっている。富田小は建て替えが必要

な年代の建物である。松尾小の場合は、補強だけでも可能ではあるがまだ、

補強工事はできていない。体育館は、両校とも診断の結果、補強不要との

結果がでている。 

 

（委員）  基本的に建築年度で判断したらいいのか。 

（事務局） すべてではないが、４５年度が境になると考えている。 

 

（委員）  大川公民館が大川町の中心になると思うが、この場所に建てるのはどうか。

交通量も少なく吉金から通学する場合も、大川一中より近いが。 



（事務局） ここがどのくらいの面積があるのかわからないが、学校用地としては、１．

５ｈａ～１．６ｈａぐらいは確保する必要がある。 

 

（副会長） 中学校を統合することに関して、みなさんはよろしいのか。 

（委員）  中学校が３校になる場合について、説明をお願いしたい。 

（事務局） ３校案は事務局としては、津田運動公園付近に考えていたが、地域連絡協

議会での意見は、長尾、寒川、大川で１校という意見であった。 

 

（委員）  津田運動公園では通学の安全性等から、山手（大川・寒川・長尾）がいの

ではないかという意見があった。４校案の場合は、寒川との中間がいいと

思うが。 

（事務局） ４校案の場合は、寒川の加藤地区あたりを想定している。 

 

（委員）  ３校案になるのであれば、入学したばかりの一年生には負担が大きいので、

長尾中を少し寒川よりの場所に建てて統合したほうが、道は平坦で通学が

しやすいと思う。３校案であれば、山手がいっしょになるのがいいのでは。 

 

（委員）  中学校の統合が決まって、新設校へ行くまで時間がかかるので、中学生が

校舎を使いながら、テニスコートのあたりに小学校の校舎を建てたらどう

か。その場合、費用が高くつくのか。 

（事務局） 費用は高くつく。また、その間、中学校の運動場が使えなくなる。 

 

（委員）  いつ地震がくるかわからない。富田小を早く改築（新築）してほしい。 

       また、大川公民館付近に建てると体育館がなくなるのは地元住民としては、

抵抗があるが。 

（事務局） その可能性もあるが、夜間開放の調整は出来ると思う。 

 

（委員）  富田小を新築して、松尾小はある程度、児童が減ったら富田小へ統合する、

津田・鶴羽方式がとれないのか。ただ、松尾小は、校舎も比較的新しいの

で、できる限り存続はしたい。 

（事務局） 統合する小学校を建築する場合、国の基準の２分の１の補助があるが、校

舎が完成して３年以内に統合する必要がある。 

 

（委員）  富田小は正門付近が危険であり、屯所の横からの道が抜け道になっており

危ないので、その辺りも改善をお願いしたい。 

（事務局） 富田小の交通環境は認識している。新築となると配置計画は十分に考慮す



る。 

（委員）  松尾小と統合するのであれば、幼稚園、プールも取り込まなければいけな

いのではないか。駐車場もないので、運動会等の時は困っている。 

（事務局） 津田小、中央小等と比べると確かに狭いが、規模的には配置計画を見直せ

ば十分な面積はあると思う。駐車場用地等は、買収することも考えられる。 

 

（委員）  大川一中になる場合、多くの児童がバイパスを渡ることになり、非常に危

険だと思う。 

（委員）  中学校の移転を待つより、いつ地震が起きるかわからないので、富田小を

建替えたほうがいいと思う。何年も待てない、早くしてほしい。 

       また、耐震補強よりは、今の基準で建替えがいいと思う。 

（事務局） 富田小又は公民館の場合は、新築となる。 

 

（委員）  富田小を建替える場合、一時的にプレハブ等の校舎を使うことになるのか。 

（事務局）  方法としては、反対側に建てる方法と仮設校舎を建てる方法がある。 

       津田小で実施したが、運動場を閉鎖する方法が費用的にも安くなる。 

 

（副会長）  小学校については、富田小は一刻も早く建替えてほしいということで、場

所については、大川一中では交通面が心配なので富田小でお願いしたい。 

ただ、松尾小については、すぐに入るかどうかはわからないが、将来的に

は統合という意見である。 

 

（委員）   富田小を建替えるときに幼稚園を移転する必要があると思うが、早く考え

ないといけない。 

（事務局）  小学校のレイアウトと併せて考えなければならない。 

 

（委員）   小学校と併設するという考えは。 

（事務局）  国の方針が定まっていないため、幼保一元また幼小連携という考えもあり、

判断が難しい。 

 

 

３  次回の日程について 

   開催日時：平成 20 年 3 月 5日（水）午後 7時 30 分から 

   場  所：大川公民館 


